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１【ファンドの運用状況】

マン・グローバル・マルチ・ストラテジー償還時元本確保型ファンド３（Man Global Multi-Strategy

Principal Protected Fund 3）（以下「ファンド」という。）の運用状況は、以下のとおりである。

 

（１）【投資状況】

（資産および地域別の投資状況） （2018年８月末日現在）

資産の種類 国名
時価合計

（米ドル）

投資比率

（％）

ゼロ・クーポン債 ケイマン諸島 57,384,850 99.92

パフォーマンス・ローン債 ケイマン諸島 44,590 0.08

現金・預金およびその他の資産（負債控除後） －1,269 －0.00

合計

（純資産総額）

57,428,170

（約6,378百万円）
100.00

 （注１） 投資比率とは、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいう。

 
（注２） アメリカ合衆国ドル（以下「米ドル」という。）の円貨換算は、便宜上、株式会社三菱ＵＦＪ銀行の2018年８月31

日現在における対顧客電信売買相場の仲値（１米ドル＝111.06円）による。以下同じ。

 
（注３） ファンドは、ケイマン諸島の法律に基づいて設立されているが、ファンド証券は米ドル建のため、以下の金額表示

は別段の記載がない限り米ドル貨をもって行う。

 

（注４） 本書の中で金額および比率を表示する場合、四捨五入または切り捨てて記載している。したがって、合計の数字が

一致しない場合がある。また、円貨への換算は、本書中でそれに対応する数字につき所定の換算率で単純計算のう

え、必要な場合四捨五入して記載している。したがって、本書中の同一情報につき異なった円貨表示がなされてい

る場合もある。
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（２）【運用実績】

①【純資産の推移】

2017年９月１日から2018年８月末日までの１年間における各月末の純資産の推移は、以下のとおり

である。

 

純資産総額 １口当たり純資産価格  

千米ドル 百万円 米ドル 円  

2017年９月末日 60,229 6,689 0.9810 109  

10月末日 60,042 6,668 0.9807 109  

11月末日 59,315 6,588 0.9800 109  

12月末日 59,195 6,574 0.9790 109  

2018年１月末日 57,974 6,439 0.9782 109  

２月末日 57,808 6,420 0.9792 109  

３月末日 57,758 6,415 0.9802 109  

４月末日 57,563 6,393 0.9801 109  

５月末日 57,526 6,389 0.9825 109  

６月末日 57,434 6,379 0.9831 109  

７月末日 57,508 6,387 0.9854 109  

８月末日 57,428 6,378 0.9870 110  

 

（注）上記に記載された各月末の数値は、評価および買戻目的のために計算されたものである。そのため、会計年度

末（１月末日）および半期末（７月末日）の純資産総額および１口当たり純資産価格は、財務書類中の数値と

一致しないことがある。

 

②【分配の推移】

該当事項なし。

 

③【収益率の推移】

 

計算期間
収益率

（注）

2017年９月１日～2018年８月末日 0.50％

（注）収益率（％）＝100×（ａ－ｂ）÷ｂ

ａ＝2018年８月末日現在の１口当たり純資産価格＋当該期間の分配金の合計額

ｂ＝2017年８月末日現在の１口当たり純資産価格（分配落の額）
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２【販売及び買戻しの実績】

2017年９月１日から2018年８月末日までの１年間における販売および買戻しの実績ならびに2018年８月

末日現在の発行済口数は、以下のとおりである。

販売口数（口） 買戻口数（口） 発行済口数（口）

0

（0）

3,680,000

(3,680,000)

58,180,000

(58,180,000)

（注）（　　）の数は本邦内における販売・買戻しおよび発行済口数である。
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３【ファンドの経理状況】

 

ａ．　ファンドの日本文の中間財務書類は、英国における諸法令および英国において一般に認められた会計

原則に準拠して作成された原文の中間財務書類を翻訳したものである（ただし、円換算部分を除

く。）。ファンドの中間財務書類は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」第76

条第４項ただし書の規定の適用に準拠して作成されている。

 

　上記中間財務書類は、外国監査法人等（公認会計士法（昭和23年法律第103号）第１条の３第７項に規

定する外国監査法人等をいう。）の監査を受けていない。

 

ｂ．　ファンドの原文の中間財務書類は米ドルで表示されている。日本文の中間財務書類には、主要な金額

について円換算額が併記されている。日本円への換算には2018年８月31日現在における株式会社三菱Ｕ

ＦＪ銀行の対顧客電信売買相場の仲値（１米ドル＝111.06円）が使用されている。なお、千円未満の金

額は四捨五入されている。
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（１）【資産及び負債の状況】

 

マン・グローバル・マルチ・ストラテジー償還時元本確保型ファンド３（清算ベース）

財政状態計算書

2018年７月31日現在

 

 未監査 監査済

 注記 2018年７月31日終了期間 2018年１月31日

（米ドル） （千円） （米ドル） （千円）

流動資産：

銀行預金 3 13 1 17,276 1,919

損益を通じて公正価値で測定する

金融資産 4 57,586,023 6,395,504 58,028,095 6,444,600

前払金およびその他の資産 2,043 227 3,661 407

流動資産合計 57,588,079 6,395,732 58,049,032 6,446,925

          

流動負債：

未払清算費用 － － (100,000) (11,106)

未払金および未払費用 6 (79,884) (8,872) (75,307) (8,364)

流動負債合計

（受益者に帰属する純資産を除く） (79,884) (8,872) (175,307) (19,470)

受益者に帰属する純資産 57,508,195 6,386,860 57,873,725 6,427,456

          

内訳：

受益者に対する負債

一口当たり純資産価格0.9854米ドル

（2018年１月31日：0.9766米ドル）の

受益証券58,360,000口

（2018年１月31日：59,260,000口） 57,508,195 6,386,860 57,873,725 6,427,456

57,508,195 6,386,860 57,873,725 6,427,456

          

 

2018年10月10日に受託会社を代表して、承認され、発行を認可された。

 

 

〔　署　名　〕 〔　署　名　〕

マリア・レイエス エドウィン・マシャンガンビ

署名権者 署名権者

 

マン・グローバル・マルチ・ストラテジー償還時元本確保型ファンド３の受託会社としてのCIBCバン

ク・アンド・トラスト・カンパニー（ケイマン）リミテッドのために。

 

 

添付の注記は本財務書類と不可分なものである。
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マン・グローバル・マルチ・ストラテジー償還時元本確保型ファンド３（清算ベース）

包括利益計算書

2018年２月１日から2018年７月31日までの期間

 

未監査 未監査

注記 2018年７月31日終了期間 2017年７月31日終了期間

（米ドル） （千円） （米ドル） （千円）

収益

損益を通じて公正価値で測定する

金融資産純利益 5 621,818 69,059 545,184 60,548

収益合計 621,818 69,059 545,184 60,548

    
 

 
 

 
 

 

費用

代行協会員報酬 (143,988) (15,991) (154,606) (17,171)

管理事務報酬 (39,720) (4,411) (44,371) (4,928)

登録事務代行報酬 (12,325) (1,369) (10,413) (1,156)

受託報酬 6 (9,250) (1,027) (9,250) (1,027)

過年度の清算費用の発生分戻入 100,000 11,106 － －

費用合計   (105,283)
 

(11,693)
 

(218,640)
 

(24,282)

受益者に帰属する当期純利益 516,535 57,366 326,544 36,266

          

 

添付の注記は本財務書類と不可分なものである。
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マン・グローバル・マルチ・ストラテジー償還時元本確保型ファンド３（清算ベース）

純資産変動計算書

2018年２月１日から2018年７月31日までの期間

 

未監査 未監査

注記 2018年７月31日終了期間 2017年７月31日終了期間

（米ドル） （千円） （米ドル） （千円）

          

受益者に帰属する純資産期首残高 57,873,725 6,427,456 62,715,933 6,965,232

受益証券900,000口

（2017年：1,880,000口）の買戻 (882,065) (97,962) (1,838,787) (204,216)

56,991,660 6,329,494 60,877,146 6,761,016

受益者に帰属する当期純利益 516,535 57,366 326,544 36,266

受益者に帰属する純資産期末残高 57,508,195 6,386,860 61,203,690 6,797,282

          

 

添付の注記は本財務書類と不可分なものである。
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マン・グローバル・マルチ・ストラテジー償還時元本確保型ファンド３（清算ベース）

キャッシュ・フロー計算書

2018年２月１日から2018年７月31日までの期間

 

未監査 未監査

2018年７月31日終了期間 2017年７月31日終了期間

（米ドル） （千円） （米ドル） （千円）

営業活動によるキャッシュ・フロー：

受益者に帰属する当期純利益 516,535 57,366 326,544 36,266

受益者に帰属する当期純利益の

営業活動による純現金額への調整：

　営業資産および負債の純変動：

　　損益を通じて公正価値で測定する金融資産 442,072 49,097 1,567,924 174,134

　　前払金およびその他の資産 1,618 180 4,024 447

　　未払金および未払費用 4,577 508 (52,053) (5,781)

　　未払清算費用   (100,000) (11,106) －  －

営業活動による純現金額 864,802 96,045 1,846,439 205,066

          

財務活動によるキャッシュ・フロー：

受益証券の買戻に係る支払金 (882,065) (97,962) (1,838,787) (204,216)

財務活動に使用された純現金額 (882,065) (97,962) (1,838,787) (204,216)

          

現金および現金同等物の純変動 (17,263) (1,917) 7,652 850

現金および現金同等物の期首残高 17,276 1,919 30,647 3,404

現金および現金同等物の期末残高 13 1 38,299 4,253

          

現金および現金同等物に含まれる項目：

銀行預金 13 1 38,299 4,253

13 1 38,299 4,253

          

 

添付の注記は本財務書類と不可分なものである。
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マン・グローバル・マルチ・ストラテジー償還時元本確保型ファンド３（清算ベース）

財務書類に対する注記

2018年２月１日から2018年７月31日までの期間

 

１．概要

マン・グローバル・マルチ・ストラテジー償還時元本確保型ファンド３（以下「ファンド」という。）

は、2007年４月２日にケイマン諸島の法律に準拠して設定されたユニット・トラストであり、ケイマン諸

島のミューチュアル・ファンド法（改訂済）および一般投資家向け投資信託（日本）規則（改訂済）に準

拠して2007年４月10日に登録された。ファンドは、日本の金融庁に届け出されている。ファンドは2007年

７月１日に取引を開始した。

ファンドの投資目的は、中期的にボラティリティーを適正水準に維持しつつ安定した資本の成長を目指

すことであった。

マン・グローバル・マルチ・ストラテジー・プリンシパル・プロテクテッド（ZC）３リミテッド（以下

「ゼロ・クーポン債発行会社」という。）は、米国財務省証券ストリップス債を保有する目的で、ケイマ

ン諸島の法律に準拠して、2007年３月９日に設立された。ファンドは、ゼロ・クーポン債発行会社により

発行されたゼロ・クーポン債に投資する。ゼロ・クーポン債は、米国財務省証券ストリップス債のパ

フォーマンスに連動する。

マン・グローバル・マルチ・ストラテジー・プリンシパル・プロテクテッド・トレーディング３リミ

テッド（以下「トレーディング・カンパニー」という。）は、投資活動ならびにそれに関連する資産、負

債、収益および費用をゼロ・クーポン債発行会社のものと区別するために、ケイマン諸島の法律に準拠し

て、2007年３月９日に設立された。ファンドは、トレーディング・カンパニーにより発行されたパフォー

マンス・ローン債に投資する。

ファンドは、マン・グローバル・マルチ・ストラテジー・プリンシパル・プロテクテッド（ZC）３ リミ

テッドおよびマン・グローバル・マルチ・ストラテジー・プリンシパル・プロテクテッド・トレーディン

グ３・リミテッドに投資している。

 

投資エクスポージャー

2008年11月１日以降、トレーディング・カンパニー、ゼロ・クーポン債発行会社およびファンドは、投

資先のヘッジファンド・ポートフォリオに対する投資エクスポージャーを解消した。当該日以降にトレー

ディング・カンパニーおよびゼロ・クーポン債発行会社への投資を通じてファンドに現存するすべての資

本は、投資者の元本を保護する目的で、米国財務省証券ストリップス債および現金で保有されている。

 

清算

ファンドは、2019年５月31日（以下「満期日」という。）に満期日を迎える予定であり、当該日に償還

する。その結果、ファンドは2018年１月31日付で会計の基準を継続企業の前提から清算ベース会計へ変更

した。

すべての資産および負債は、2018年７月31日現在の実現可能価額および純決済額に実質的に一致する金

額で計上される。ゼロ米ドル（2018年１月31日：100,000米ドル）の清算コストが発生し、財政状態計算書

の未払清算費用に含まれている。
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２．重要な会計方針の要約

ａ）作成の基礎

本財務書類は、国際会計基準審議会（以下「IASB」という。）によって発行された国際財務報告基準

（以下「IFRS」という。）に準拠して、また中間財務書類の作成について規定する国際会計基準第34号

（以下「IAS第34号」という。）に基づいて作成されている。本財務書類は、清算ベースに基づき作成され

ている。清算ベースに基づき、資産は実現可能価額で保有され、負債は決済額で保有された。さらに、予

測される清算費用が見越し計上されている。

 

ｂ）会計方針および開示の変更

本財務書類の作成に採用された会計方針は、以下に記載された日付で効力を発生する新しい基準および

解釈の適用を除き、2018年１月31日終了年度のファンドの財務書類と同一である。

 

ファンドにより適用される新しい基準、解釈および改訂

IFRS第９号－金融商品：分類および測定

ファンドは、2018年１月１日の効力発生日付でIFRS第９号「金融商品：分類および測定」を適用してい

る。IFRS第９号は、IAS第39号「金融商品：認識および測定」に置き換わるものであり、分類および測定、

減損ならびにヘッジ会計に関する新規の要件を導入する。IFRS第９号は、当初適用日である2018年１月１

日時点で認識が中止されている項目には適用されない。IFRS第９号の適用は、ファンドの金融資産または

金融負債の分類および測定に重大な影響を与えていない。

ファンドは、2018年２月１日現在の金融商品の分類を評価し、当該分類を遡及的に適用している。この

評価に基づいて、それまで公正価値で保有していたすべての金融資産は、引き続き公正価値で測定され

る。金融資産は、短期的な利益を生み出す目的で取得される。したがって、これらは売買目的保有の基準

を満たしており、損益を通じて公正価値で測定することが求められている。

IFRS第９号における金融負債の分類は、IAS第39号における分類と概ね同じである。金融負債は、売買目

的保有の定義を満たす場合、損益を通じて公正価値で測定される。ファンドは、売買目的保有に分類され

る金融負債を有していない。IFRS第９号における負債の分類による測定の主な影響は、信用リスクの変動

に起因する損益を通じて公正価値で測定するものに指定した金融負債の損益の要素に関するものである。

IFRS第９号は、当該要素をその他の包括利益において認識することを要求している。ただし、この取扱い

が損益における会計上のミスマッチを生み出したり、拡大したりする場合はこの限りでない。この場合、

（信用リスクの変化の影響を含む）当該負債のすべての損益は、損益を通じて公正価値で測定する金融資

産純利益として表示されるべきである。

 

IFRS第15号－顧客との契約から生じる収益

ファンドは、2018年１月１日の効力発生日付でIFRS第15号「顧客との契約から生じる収益」を適用して

いる。IFRS第15号の適用は、ファンドの財務書類に影響を与えていない。

 

ｃ）会計上の判断および見積りの使用

IFRSに準拠した財務書類の作成において、経営陣は本財務書類に報告されている金額および開示事項な

らびに付随する注記および一定の評価の前提に影響を与える判断、見積りおよび仮定を行わなければなら

ない。ファンドの会計方針の適用に際し、ファンドは、注記２（ｌ）に記載されているとおり、受益証券

を金融負債に分類する判断を下した。ファンドはまた、注記４に記載されているとおり、金融商品の公正

価値測定における見積りおよび仮定を使用した。

 

ｄ）投資事業体としての評価
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IFRS第10号の投資事業体の要件を満たす事業体は、その子会社を連結するのではなく損益を通じて公正

価値で測定することを要求される。投資事業体を定義する基準は、以下のとおりである。

（ⅰ）投資サービスを提供する目的で、単独または複数の投資者から資金を調達する事業体

（ⅱ）事業体の事業目的が、資金をキャピタル・ゲイン、インカム・ゲインまたはその両方からのリ

ターンのためだけに投資することである旨を投資者に対して確約している事業体

（ⅲ）実質的にすべての投資のパフォーマンスを、公正価値に基づいて測定および評価する事業体

ファンドの英文募集書面には、注記１に詳述されているとおり、堅固な資産成長を達成するため様々な

投資有価証券へ投資することを含む投資管理サービスを投資者に対し提供する目的について詳述されてい

る。

ファンドは、投資者に対しては月次の投資者情報により、また経営陣に対しては内部の運用報告書によ

り公正価値基準で報告する。すべての投資有価証券は、IFRSで許容される範囲内で、ファンドの年次報告

書において公正価値で報告される。

したがってファンドは、投資サービスを提供しているため、投資事業体の定義を満たす。

 

ｅ）投資取引

投資取引は、取引日ベースで認識および認識中止され、公正価値で計上されている。金融商品の買戻し

から生じた損益および当初の取得原価と公正価値との変動を反映する損益は、包括利益計算書に含まれ

る。

活発な市場で取引されている金融商品の公正価値は、期末に公表された市場価格に基づいている。活発

な市場で取引されていないその他のすべての金融商品については、当該状況において適切であると判断さ

れる評価手法を用いて公正価値が決定されている。

 

ｆ）金融資産および金融負債の評価

清算ベース会計の採用以降、投資有価証券は正味実現可能価額で評価された。正味実現可能価額は、清

算ベース会計の採用日現在の公正価値に近似する。前会計期間中清算ベース会計が採用されるまでにおい

て、投資有価証券は公正価値で評価された。

経営陣が当初認識時に損益を通じて公正価値で測定するものに指定した金融資産または金融負債：売買

目的以外の債務証券が含まれる。当該金融資産は、当初認識時に、運用される金融資産の一部であり、か

つファンドのリスク管理および投資戦略に基づいて、そのパフォーマンスが公正価値で評価されるものに

指定される。当該金融資産に関する財務情報は、当該基準に基づきFRMインベストメント・マネジメント・

リミテッド（以下「投資運用会社」という。）に対し内部提供される。

ファンドは、金融資産または金融負債を当該商品の契約当事者になった時にのみ認識する。投資有価証

券の一般的な売買は、取引日すなわちファンドが資産の売買を契約した日付けで認識される。損益を通じ

て公正価値で測定する金融資産および金融負債は、当初公正価値で認識される。当該商品に係るすべての

取引費用は、直接的に包括利益計算書において認識される。

ゼロ・クーポン債の評価額には、銀行または保管会社によって、適宜保有した担保の評価額が含まれる

（以下「資本証券」という。）（注記４を参照のこと）。

パフォーマンス・ローン債の評価額には、トレーディング・カンパニーのすべての売買目的および投資

目的の資産および負債の評価額が含まれ、係る評価額は、データ・コンパイレーション事務代行会社に

よって決定される（注記４を参照のこと）。計算は、先物市場で値付け、上場、取引または売買された有

価証券の評価額に基づいて、決済価格を参照して行われる。その他の証券取引所で値付け、上場、取引ま

たは売買された有価証券の評価は、係る投資有価証券の主要な証券取引所における直近の相場を参照して

行われる。

投資有価証券は、当該投資有価証券からのキャッシュフローを受領する権利が消滅した時点またはファ

ンドがその所有に関するすべてのリスクとリターンを実質的に譲渡した時点で認識が中止される。
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ｇ）現金および現金同等物

財政状態計算書における現金および現金同等物は、銀行預金、要求払い預金、金融機関に対する短期預

金、および所定の価格で容易に現金化が可能で、評価額の変動リスクが低く、当初満期が３か月以下であ

り、適用ある場合には当座借越の残高と相殺される流動性の高い短期投資有価証券から構成されることが

ある。短期の現金支払債務の履行を目的として保有されない短期投資有価証券および制限付証拠金勘定

は、現金および現金同等物とみなされない。

 

ｈ）実現および未実現損益

有価証券に係るすべての実現および未実現損益は、包括利益計算書の損益を通じて公正価値で測定する

金融資産に係る純利益として認識される。未実現損益は、当期における金融商品の公正価値の変動、およ

び財務期間に実現した金融商品の前期の未実現損益の戻入からの変動で構成される。ゼロ・クーポン債発

行会社レベルにおいて、実現損益は、金融商品の当初の簿価と売却金額との差額を表す。売却された有価

証券の取得原価は、先入先出法により計上される。

 

ｉ）機能通貨および表示通貨

ファンドは、調達資金の通貨である米ドルによる収益を得ることを目指している。ファンドの流動性

は、ファンドの受益証券の発行および買戻しに対応するために、日々、米ドルで管理されている。ファン

ドのパフォーマンスも同様に米ドルで評価されている。したがって、米ドルは、投資先取引、事象および

条件の経済上の影響を最も忠実に表しており、ファンドの機能通貨および表示通貨は、米ドルであると考

えられている。

 

ｊ）外貨

当期中の外貨建取引は、取引日の実勢為替レートで換算されている。外貨建の資産および負債は、財政

状態計算書日現在の実勢為替レートで換算されている。外貨建投資取引および期末に保有している外貨建

投資有価証券に関して発生する損益は、包括利益計算書において、損益を通じて公正価値で測定する金融

資産に係る純利益に含まれる。その他のすべての外貨建損益は、包括利益計算書において、外貨に係る純

損失に含まれる。
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ｋ）費用

すべての費用は、包括利益計算書において発生主義に基づいて認識されている。

 

ｌ）受益証券

受益証券は、以下の場合において、金融負債または資本性金融商品として分類される。

・　ファンドが清算される場合、ファンドの純資産に対する持分に比例した権利を保有者に付与する。

・　他のすべてのクラスの金融商品に対して劣後する金融商品クラスに属している。

・　他のすべてのクラスの金融商品に対して劣後する金融商品クラスに属するすべての受益証券が、同

じ特性を有する。

・　ファンドの純資産の比例持分に対する保有者の権利以外に、現金またはその他の金融資産を引き渡

すようないかなる契約上の義務も含まない。

・　受益証券に帰属する、存続期間中の予想キャッシュ・フローの総額が、実質的に、当該金融商品の

存続期間にわたる損益、ファンドの認識された純資産の変動、または認識された純資産および未認

識純資産の公正価格の変動に基づく。

上記の特性すべてを有する受益証券に加え、ファンドは、以下の特性を有する他の金融商品または契約

を有していてはならない。

・　キャッシュ・フローの総額が、実質的にファンドの損益、認識された純資産の変動、または認識さ

れた純資産および非認識純資産の公正価格の変動に基づく。

・　受益者に残存持分を返還することを、実質的に制限または固定することができる。

ファンドは、継続的に、受益証券の分類について評価を行っている。受益証券が資本に分類されるすべ

ての特性および条件を充足しなくなった場合、ファンドは、当該受益証券を金融負債に再分類し、再分類

日付の公正価格で測定する。過去の帳簿価格からの差異は、資本において認識されるものとする。その

後、受益証券が資本に分類されるすべての特性および条件を充足した場合には、ファンドは、当該受益証

券を資本性金融商品に再分類し、再分類日付の負債の帳簿価格で測定する。

ファンドの受益証券は、金融負債に分類されている。

 

３．銀行預金

期末現在、銀行預金として開示された金額は、ロイヤル・バンク・オブ・スコットランド・インターナ

ショナル・リミテッドにおいて保有されていた。2018年７月31日および2018年１月31日現在、ブローカー

が保有している担保残高はなかった。
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４．損益を通じて公正価値で測定する金融資産

下表は、７月31日および１月31日現在の損益を通じて公正価値で測定する金融資産を要約したものであ

る。

 

 未監査  監査済

 2018年７月31日  2018年１月31日

 公正価値  公正価値

（米ドル）  （米ドル）

損益を通じて公正価値で測定する金融資産    

当初認識時に指定されたもの    

トレーディング・カンパニーによって発行された

パフォーマンス・ローン債 76,578  53,274

ゼロ・クーポン債発行会社によって発行された

ゼロ・クーポン債 57,509,445  57,974,821

損益を通じて公正価値で測定する金融資産合計 57,586,023  58,028,095

    

ゼロ・クーポン債発行会社の保有する損益を通じて公正価値で測定する金融資産57,236,571米ドル

（2018年１月31日：57,748,798米ドル）が、ゼロ・クーポン債発行会社によって発行されたゼロ・クーポ

ン債の担保として差し入れられている。

 

ファンド・レベルの投資有価証券

ファンドは、投資者に当初元本のリターンおよびプロフィット・ロックイン構造による保証額を確実に

提供することを目的としている。この目的を達成するために、ファンドは、米国財務省証券ストリップス

債に基づくゼロ・クーポン債（以下「当該証券」という。）をゼロ・クーポン債発行会社から購入した。

受益証券発行手取額から、ゼロ・クーポン債の買付けに充当された後の残余資金は、トレーディング・カ

ンパニーが発行するパフォーマンス・ローン債の購入に充てられた。

 

トレーディング・カンパニーおよびゼロ・クーポン債発行会社の投資有価証券

ゼロ・クーポン債

各ゼロ・クーポン債は、当該商品を保有するゼロ・クーポン債発行会社の割合的持分権を表章してい

る。各ゼロ・クーポン債には、株式会社三菱ＵＦＪ銀行（旧株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行）からの保証が

付されており、ファンドを代理する受託会社に対しゼロ・クーポン債発行会社により割引発行される。保

証契約は、その契約条件に基づき、当該銀行が発行済みで満期日に買い戻される各ゼロ・クーポン債に関

して、当該ゼロ・クーポン債の額面金額の100％（１米ドル）と追加額に等しい金額を満期日に受託会社に

対し支払う義務についてのゼロ・クーポン債発行会社による履行を保証する。

2018年７月31日現在、保有している当該証券の取得原価は、32,418,261米ドル（2018年１月31日：

32,954,156米ドル）であり、2019年５月15日に額面総額58,316,000米ドル（2018年１月31日：59,280,000

米ドル）で満期を迎える。2018年７月31日現在、当該証券の公正価値は、57,236,571米ドル（2018年１月

31日：57,748,798米ドル）であり、発行体の現在の格付および現行利率が反映されている。
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パフォーマンス・ローン債

受益証券の発行手取額から、ゼロ・クーポン債の買付けに充当された後の残余資金は、パフォーマン

ス・ローン債の購入に充てられた。各パフォーマンス・ローン債には、パフォーマンス・ローン債勘定に

対し比例する持分権が表章されており（英文募集書面に定義されている）、その公正価値は、トレーディ

ング・カンパニーの純資産価額にあたる。パフォーマンス・ローン債は、各暦月の第１営業日または受託

会社が随時決定するその他の営業日（以下「取引日」という。）において償還可能であり、これにより、

ファンドは、受益証券を買い戻す受託会社の義務を履行することができる。

 

金融資産の公正価値

ファンドは、IFRS第13号に基づいて、公正価値を測定するために使用されるインプットの重要性を反映

させた公正価値ヒエラルキーを用いて公正価値測定を分類している。

ファンドは、公正価値の測定に関する枠組みを確立した。本枠組みは、レベル３の公正価値を含むすべ

ての重要な公正価値測定の定期的な見直しを含む。

投資運用会社は、重要な観察不能なインプットおよび評価調整（もしあれば）を定期的に見直す。第三

者の情報が公正価値の測定に使用される場合、投資運用会社は、当該評価が分類される公正価値ヒエラル

キーのレベルを含め、当該評価がIFRSの要求を満たすという結論を支持するために第三者から得た証拠を

評価する。

公正価値ヒエラルキーは、以下のレベルに分かれている。

・レベル１－同一商品の活発な市場における公表された市場価格。

・レベル２－観察可能なインプットに基づく評価手法。当該区分には、類似商品の活発な市場における

公表された市場価格、類似商品の活発とはみなされない市場における公表された価格、も

しくはすべての重要なインプットが市場データから直接または間接的に観察可能なその他

の評価手法を用いて評価された商品が該当する。

・レベル３－重要な観察不能なインプットを用いた評価手法。当該区分には、評価手法に観察可能な

データに基づかないインプットが含まれ、観察不能なインプットによって当該商品の評価

が著しい影響を受ける可能性のあるすべての商品が該当する。当該区分には、商品間の差

異を反映させるために重要な観察不能な調整または前提を要求される、類似商品の公表価

格に基づいて評価された商品が該当する。

 

上場または公開市場で取引されている持分証券、投資信託およびデリバティブの公正価値が、公表され

た市場価格または活発な市場における同一資産に対する調整されていないディーラー公表価格に基づいて

いる場合には、商品はヒエラルキーのレベル１に分類される。

ファンドによるパフォーマンス・ローン債およびゼロ・クーポン債への投資は、その投資対象が観察不

能なインプットであるトレーディング・カンパニーおよびゼロ・クーポン債発行会社の純資産価額に基づ

くため、レベル３に分類されている。

清算ベース会計の採用以降、投資有価証券は正味実現可能価額で評価された。正味実現可能価額は、清

算ベース会計の採用日現在の公正価値に近似していた。すべての負債は、その決済額で計上された。

 

下表は、2018年７月31日現在、公正価値で計上されているファンドの金融商品を公正価値ヒエラルキー

に分類したものである。

 レベル３  公正価値合計

 （米ドル）  （米ドル）

損益を通じて公正価値で測定する金融資産    

当初認識時に指定されたもの    
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トレーディング・カンパニーによって

発行されたパフォーマンス・ローン債 76,578  76,578

ゼロ・クーポン債発行会社によって

発行されたゼロ・クーポン債 57,509,445  57,509,445

損益を通じて公正価値で測定する金融資産合計 57,586,023  57,586,023

 

下表は、2018年１月31日現在、公正価値で計上されているファンドの金融商品を公正価値ヒエラルキーに分

類したものである。

 レベル３  公正価値合計

 （米ドル）  （米ドル）

損益を通じて公正価値で測定する金融資産    

当初認識時に指定されたもの    

トレーディング・カンパニーによって

発行されたパフォーマンス・ローン債 53,274  53,274

ゼロ・クーポン債発行会社によって

発行されたゼロ・クーポン債 57,974,821  57,974,821

損益を通じて公正価値で測定する金融資産合計 58,028,095  58,028,095

 

2018年７月31日および2018年１月31日現在、ファンドは、レベル１およびレベル２金融商品を保有して

いない。

投資有価証券は、毎期末に、上述の公正価値ヒエラルキーに従って正しくレベル１、レベル２およびレ

ベル３に分類されていることを確保するために精査される。当期に投資有価証券の性質に変更があり、当

該投資有価証券が現状レベルの条件を満たさない場合には、該当財務報告期間末により適正なレベルへ移

動される。

 

2018年７月31日終了期間および2018年１月31日終了年度に、レベル間の移動はなかった。

2018年７月31日終了期間および2018年１月31日終了年度におけるレベル３資産の変動調整は、以下のと

おりである。

 

 未監査 監査済

2018年７月31日 2018年１月31日

パフォーマンス・ローン債 （米ドル） （米ドル）

期首残高 53,274 84,083

トレーディング・カンパニーの純資産の変動 (167,564) (306,121)

包括利益計算書における利益の合計 190,868 275,312

期末残高 76,578 53,274
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 未監査 監査済

2018年７月31日 2018年１月31日

ゼロ・クーポン債 （米ドル） （米ドル）

期首残高 57,974,821 62,716,752

ゼロ・クーポン債発行会社の純資産の変動 (896,326) (5,062,043)

包括利益計算書における利益の合計 430,950 320,112

期末残高 57,509,445 57,974,821

   

 

下表は、レベル３に分類された投資有価証券の評価に用いられた観察不能インプットを一覧にしたもの

である。それぞれトレーディング・カンパニーおよびゼロ・クーポン債発行会社によって発行されたパ

フォーマンス・ローン債およびゼロ・クーポン債は、トレーディング・カンパニーおよびゼロ・クーポン

債発行会社が保有する有価証券、ならびにトレーディング・カンパニーにおいて発生する市場において観

察不能な未払費用を含むことがある純資産価額に基づいて評価される。

 

2018年７月31日  

現在の公正価値  

資産銘柄 （米ドル） 評価手法 観察不能なインプット

パフォーマンス・

ローン債
76,578

トレーディング・

カンパニーの純資産価額

トレーディング・

カンパニーの純資産価額

ゼロ・クーポン債 57,509,445
ゼロ・クーポン債

発行会社の純資産価額

ゼロ・クーポン債

発行会社の純資産価額

   

2018年１月31日  

現在の公正価値  

資産銘柄 （米ドル） 評価手法 観察不能なインプット

パフォーマンス・

ローン債
53,274

トレーディング・

カンパニーの純資産価額

トレーディング・

カンパニーの純資産価額

ゼロ・クーポン債 57,974,821
ゼロ・クーポン債

発行会社の純資産価額

ゼロ・クーポン債

発行会社の純資産価額

 

トレーディング・カンパニーおよびゼロ・クーポン債発行会社の公正評価における観察不能インプットは一

つであるため、変動範囲は開示されない。
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５．損益を通じて公正価値で測定する金融資産の純利益

下表は、トレーディング・カンパニーおよびゼロ・クーポン債発行会社へのファンドの投資からの純損

益を含む損益を通じて公正価値で測定する金融資産へのファンドの投資に係る投資純損益を示すものであ

る。

 

７月31日に終了した期間

 未監査  未監査

 2018年  2017年

 （米ドル）  （米ドル）

当初認識時に指定された金融資産：    

ゼロ・クーポン債発行会社が保有する

米国財務省証券ストリップス債に係る純利益 430,950  404,589

トレーディング・カンパニー・レベルで発生する以下の項目で
構成されるトレーディング・カンパニーへの投資に係る純利
益：    

　受取利息 145  56

　その他の収益 294,683  254,988

　為替差損 (78) (280)

　保証報酬 (72,916) (78,501)

　取締役報酬 (8,000) (8,000)

専門家報酬および一般管理費用 (22,966) (27,668)

 621,818  545,184

 

６．関連当事者取引

バミューダで設立された企業であるマスター・マルチ－プロダクト・ホールディングス・リミテッド

は、トレーディング・カンパニーおよびゼロ・クーポン債発行会社の普通株を100％所有していることによ

り関連当事者とされる。したがって、トレーディング・カンパニーおよびゼロ・クーポン債発行会社を所

有する支配会社は、マスター・マルチ－プロダクト・ホールディングス・リミテッドである。

FRMインベストメント・マネジメント・リミテッドは、トレーディング・カンパニーの投資運用会社であ

るため、関連当事者である。マン・インベストメンツ・エイ・ジー（「マーケティング・アドバイザー」

および「取次ブローカー」）およびマン・バリュエーション・サービシズ・リミテッド（「データ・コン

パイレーション事務代行会社」）は、マン・グループ・ピーエルシーの子会社であり、マン・グループ・

ピーエルシーのすべての子会社は関連当事者である。マン・グループ・ピーエルシーは、ファンドのため

に一般経費を支払い、ファンドにこの費用を請求することがある。

ファンドの受託会社であり、ケイマン諸島で設立された企業であるCIBCバンク・アンド・トラスト・カ

ンパニー（ケイマン）リミテッドは、ファンドの受託会社の役割のために関連当事者とされる。最終的な

支配当事者は存在しない。

トレーディング・カンパニーおよびゼロ・クーポン債発行会社のそれぞれの取締役は他社の金融投資お

よび専門活動に関与しているか、関与の可能性があり、ファンドの経営と利害の衝突の原因となるかもし

れない。これらの活動には、他社（投資目標がファンドまたはマン・グループ・ピーエルシーが出資する

投資信託に関連するストラクチャーと類似している会社を含む。）の経営または管理、有価証券およびそ

の他の投資対象の売買、投資運用相談、ならびにトレーディング・カンパニーが投資および／またはファ

ンドに投資する会社および法的組織を含む、他社の取締役、役員、アドバイザーおよび／または代理人と

しての活動を含む。
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取締役報酬は、トレーディング・カンパニー・レベルで支払われ、トレーディング・カンパニーおよび

ゼロ・クーポン債発行会社に割当てられる。

以下は、ファンド、トレーディング・カンパニー、ゼロ・クーポン債発行会社および関連当事者の間に

発生した取引である。

 

2018年７月31日終了期間

関連当事者 報酬の種類 未監査

報酬合計

（米ドル）

未監査

未払報酬

（米ドル）

CIBCバンク・アンド・トラスト・

カンパニー（ケイマン）リミテッド 受託報酬 9,250 9,917

取締役 取締役報酬＊ 8,000 9,333

 

2017年７月31日終了期間

関連当事者 報酬の種類 未監査

報酬合計

（米ドル）

未監査

未払報酬

（米ドル）

CIBCバンク・アンド・トラスト・

カンパニー（ケイマン）リミテッド 受託報酬 9,250 9,917

取締役 取締役報酬＊ 8,000 9,333

＊トレーディング・カンパニー・レベルで課せられた。

 

純資産価額を正の金額に保つために、ファンドは、保有する可能性がある未払金を決済するために十分

な現金を保有する必要がある。本負債が負債を賄うために利用可能な現金額を超える場合は、投資運用会

社は当該差額を賄うためにトレーディング・カンパニーに割り戻す。2018年７月31日に終了した期間にお

いて、その他の収益として表示される当該割戻金額は294,683米ドル（2017年７月31日：254,988米ドル）

であり、2018年７月31日および2017年７月31日現在、106,771米ドル（2017年７月31日：53,813米ドル）が

未収であった。

マン・グループ・ピーエルシーの関連事業体による受益証券所有割合はゼロ％（2017年７月31日：ゼ

ロ％）である。
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７．純資産価額の調整

IFRSに準拠した財務書類における純資産価額とファンドの英文募集書面に準拠して算出される評価およ

び買戻しのための純資産価額の間には、差異がある。

ファンドは、ファンドのトレーディング資本が一定のレベルを下回ることで投資者に影響を及ぼすよう

なことを制限するために、将来のための一定の清算費用を計上した。

本財務書類における純資産価額と評価および買戻しのための純資産価額の調整は、以下のとおりであ

る。

 

   

 

未監査

2018年７月31日

（米ドル）

監査済

2018年１月31日

（米ドル）

   

財務書類における純資産価額：   

受益証券１口当たり純資産価格0.9854米ドル

（2018年１月31日：0.9766米ドル）の受益証券58,360,000口

（2018年１月31日：59,260,000口） 57,508,195 57,873,725

追加：清算費用の発生分 － 100,000

   

月次評価における純資産価額：   

受益証券１口当たり純資産価格0.9854米ドル

（2018年１月31日：0.9782米ドル）の受益証券58,360,000口

（2018年１月31日：59,260,000口） 57,508,195 57,973,725

 

８．後発事象

期末日以降に、ファンドに影響を与え、財務書類に開示を要するような重要な事象は発生しなかった。
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（２）【投資有価証券明細表等】

 

財政状態計算書、包括利益計算書および財務書類に対する注記を参照のこと。
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４【管理会社の概況】

 

（１）【資本金の額】

（2018年８月末日現在）

払込済資本金の額　　187,117,965.90米ドル（約208億円）

発行済株式総数　　　5,051,655株

管理会社が発行する株式総数の上限については制限がない。

 

（２）【事業の内容及び営業の状況】

管理会社は、投資信託の事務管理、国際的な保管業務、信託会計の事務管理およびこれらに関する一

般的な銀行業務ならびに外国為替業務に従事する。

管理会社は、信託証書に基づき、期間の限定なく任命されているが、受託会社は、以下の場合、かか

る任命を直ちに解除することができる。（ａ）管理会社が清算される場合、（ｂ）管理会社の事業に関

して財産保全管理人が任命された場合、（ｃ）受託会社が、管理会社の変更が受益者の利益にとって望

ましいとの見解を有し、受益者に対してその旨を書面で表明した場合、（ｄ）法律により許される限り

速やかに管理会社を解任することを定めた特別決議が総会において受益者により決議された場合、また

は（ｅ）発行済受益証券の価値の４分の３を保有する受益者が管理会社の解任を書面で受託会社に要求

した場合。管理会社がファンドの管理者でなくなった場合、受託会社は、ファンドの管理者になる資格

を有する他の者を任命しなければならない。管理会社はまた、受託会社への通知により、管理会社の関

係会社である他の管理者を後任者として、直ちに退任する権利を有する。ただし、管理会社が関係会社

でない他の管理者を後任者として退任することを希望する場合、受託会社への60日前の通知が行われな

ければならない。ただし、管理会社は、ケイマン諸島金融庁による事前の書面による承認がない限り、

解任されることはなく、交替することもなく、管理会社は、ケイマン諸島金融庁によって承認された他

の管理会社のためにのみ退任することができる。

信託証書の規定に基づき、管理会社は、故意の不履行、誠実に行為しないこと、過失、詐欺、または

信託証書に基づく管理会社の義務の重要な違反もしくはかかる義務の不注意な無視の場合を除き、ファ

ンド、受益者または受託会社に対していかなる責任も負わない。

信託証書に基づき、受託会社は、ファンドのために、かつファンドの資産からのみ、管理会社ならび

に管理会社の関係会社、代理人および受任者ならびに管理会社およびこれらの者の役員、取締役、株主

および支配者に対して、（ⅰ）ファンドの運営もしくはファンドの受益証券の募集もしくは（ⅱ）かか

る者の行為に関係し、もしくはこれらから生じ、もしくはこれらに基づき、または信託証書に基づき

ファンドのために行われた事業もしくは業務に別途に関連して、管理会社が現実に一時的に負担したあ

らゆる損失、責任、損害、費用または経費（弁護士費用および会計士費用を含むが、これらに限定され

ない。）、判決および和解において支払われる金額（ただし、受託会社が、ファンドを代表して、かか

る和解を承認していることを条件とする。）を補償するものとし、上記の者を上記のあらゆる損失、責

任、損害、費用または経費から免責するものとする。ただし、かかる行為が故意の不履行、誠実に行為

しないこと、過失、詐欺、または信託証書に基づく管理会社の義務の重要な違反もしくはかかる義務の

不注意な無視を構成する場合はこの限りでない。
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管理会社は、2018年７月末日現在、以下の投資信託を運営および管理している。

 

国別（設立国）
種類別

（基本的性格）
本数 純資産価額の総額

ケイマン諸島 アンブレラ・ファンドのサブ・ファンド 55 5,240,909,947.57米ドル

 

（３）【その他】

本書提出前６か月以内において、訴訟事件その他管理会社に重要な影響を与えた事実または与えるこ

とが予想される事実は生じていない。
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５【管理会社の経理の概況】

 

ａ．管理会社の日本文の中間財務書類は、管理会社が作成した原文の中間財務書類を翻訳したものである。

これは「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」第76条第４項ただし書の規定の適用に

よるものである。

 

ｂ．管理会社の中間財務書類は、外国監査法人等（公認会計士法（昭和23年法律第103号）第１条の３第７項

に規定する外国監査法人等をいう。）の監査を受けていない。

 

ｃ．管理会社の原文の中間財務書類は米ドルで表示されている。日本文の財務書類には、主要な金額につい

て円貨換算が併記されている。日本円による金額は、2018年８月31日現在における株式会社三菱ＵＦＪ銀

行の対顧客電信売買相場の仲値（１米ドル＝111.06円）で換算されている。なお、千円未満の金額は四捨

五入されている。
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（１）【資産及び負債の状況】

 

ルクセンブルク三菱UFJインベスターサービス銀行S.A.

貸借対照表（財政状態計算書）

2018年６月30日現在

（単位：米ドル）

 

資産

 

  米ドル  千円

     

010 現金、中央銀行における現金残高およびその他の要求払預金 4,279,499,530  475,281,218

020 手元現金    

030 中央銀行における現金残高 2,379,029,912  264,215,062

040 その他の要求払預金 1,900,469,617  211,066,156

050 売買目的で保有される金融資産 22,937,469  2,547,435

060 デリバティブ 22,937,469  2,547,435

070 持分証券    

080 債務証券    

090 ローンおよび貸付金    

096
強制的に損益計算書を通じて公正価値で測定される

売買目的保有以外の金融資産
0  0

097 持分証券    

098 債務証券    

099 ローンおよび貸付金    

100
損益計算書を通じて公正価値で測定されるものとして

指定した金融資産
0  0

120 債務証券    

130 ローンおよび貸付金    

141 その他の包括利益を通じて公正価値で測定される金融資産 14,570  1,618

142 持分証券 14,570  1,618

143 債務証券    

144 ローンおよび貸付金    

181 償却後原価における金融資産 2,188,797,422  243,087,842

182 債務証券    

183 ローンおよび貸付金 2,188,797,422  243,087,842

240 デリバティブ－ヘッジ会計    

250
金利リスクのポートフォリオ・ヘッジにおける

ヘッジ項目の公正価値変動
   

260 子会社、合弁会社および関連会社への投資    

270 有形資産 811,922  90,172

280 有形固定資産 811,922  90,172

290 投資不動産    

300 無形資産 3,102,911  344,609

310 営業権    

320 その他の無形資産 3,102,911  344,609

330 税金資産 781  87

340 現行税金資産 781  87

350 繰延税金資産    

360 その他の資産 22,293,804  2,475,950

370 売却目的保有に分類される非流動資産および売却グループ    

380 資産合計 6,517,458,408  723,828,931
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ルクセンブルク三菱UFJインベスターサービス銀行S.A.

貸借対照表（財政状態計算書）

2018年６月30日現在

（単位：米ドル）

 

負債

 

  米ドル  千円

     

010 売買目的で保有される金融負債 23,820,080  2,645,458

020 デリバティブ 23,820,080  2,645,458

030 ショート・ポジション    

040 預金    

050 発行済み債務証券    

060 その他の金融負債    

070
損益計算書を通じて公正価値で測定されるものとして

指定した金融負債
0  0

080 預金    

090 発行済み債務証券    

100 その他の金融負債    

110 償却後原価で測定される金融負債 6,095,386,173  676,953,588

120 預金 6,095,386,173  676,953,588

130 発行済み債務証券    

140 その他の金融負債    

150 デリバティブ－ヘッジ会計    

160
金利リスクのポートフォリオ・ヘッジにおける

ヘッジ項目の公正価値変動
   

170 引当金 0  0

180 年金およびその他の退職後給付金債務    

190 その他の長期従業員給付金    

200 再編    

210 係属中の法的問題および租税訟務    

220 コミットメントおよび保証    

230 その他の引当金    

240 税金負債 15,054,113  1,671,910

250 現行税金負債 15,054,113  1,671,910

260 繰延税金負債    

270 要求払株式資本    

280 その他の負債 20,180,190  2,241,212

290 売却目的保有に分類される売却グループに含まれる負債    

300 負債合計 6,154,440,556  683,512,168
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ルクセンブルク三菱UFJインベスターサービス銀行S.A.

貸借対照表（財政状態計算書）

2018年６月30日現在

（単位：米ドル）

 

資本
 

  米ドル  千円

     

010 資本 187,117,966  20,781,321

020 払込資本 187,117,966  20,781,321

030 未払込請求資本    

040 株式発行差金    

050 資本を除く発行済みエクイティ商品 0  0

060 複合金融商品のエクイティ部分    

070 その他の発行済みエクイティ商品    

080 その他のエクイティ    

090 その他の累積包括利益 0  0

095 損益に再分類されることがない項目 0  0

100 有形資産    

110 無形資産    

120
確定給付型年金制度に係る数理計算上の

利益または（－）損失
   

122 売却目的保有に分類される非流動資産および売却グループ    

124
子会社、合弁会社および関連会社への投資のその他の認識収益
および費用の持分

   

320
その他の包括利益を通じて公正価値で測定される持分証券の
公正価値変動

   

330
その他の包括利益を通じて公正価値で測定される持分証券の
公正価値ヘッジに対するヘッジ非有効性

   

340
その他の包括利益を通じて公正価値で測定される持分証券の
公正価値変動〔ヘッジ項目〕

   

350
その他の包括利益を通じて公正価値で測定される持分証券の
公正価値変動〔ヘッジ手段〕

   

360
負債の信用リスク変動に帰属する損益計算書を通じて
公正価値で測定される金融負債の公正価値変動

   

128 損益に再分類されることがある項目 0  0

130 外国事業純投資のヘッジ〔有効部分〕    

140 外貨換算    

150
ヘッジ・デリバティブ、キャッシュ・フロー・ヘッジ準備金
〔有効部分〕

   

155
その他の包括利益を通じて公正価値で測定される債務証券の
公正価値変動

   

165 ヘッジ手段〔指定されていない要素〕    

170 売却目的保有に分類される非流動資産および売却グループ    

180
子会社、合弁会社および関連会社への投資のその他の認識収益
および費用の持分

   

190 利益剰余金 3,259  362

200 再評価準備金    

210 その他の準備金 158,191,749  17,568,776

220
持分法を用いて計上される子会社、合弁会社および関連会社への
投資の準備金または累積損失

   

230 その他 158,191,749  17,568,776

240 （－）自己株式    

250 親会社株主に帰属する損益 17,704,878  1,966,304

260 （－）中間配当    

270 少数株主持分〔非支配持分〕 0  0

280 その他の累積包括利益    

290 その他の項目    

300 資本合計 363,017,853  40,316,763

310 資本および負債合計 6,517,458,408  723,828,931
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（２）【損益の状況】

 

ルクセンブルク三菱UFJインベスターサービス銀行S.A.

損益計算書

2018年６月30日に終了した期間

（単位：米ドル）

 
  米ドル  千円

     

010 利息収益 38,370,885  4,261,470

020 売買目的で保有される金融資産 18,514,145  2,056,181

025
強制的に損益計算書を通じて公正価値で測定される

売買目的保有以外の金融資産
   

030
損益計算書を通じて公正価値で測定されるものとして

指定した金融資産
   

041 その他の包括利益を通じて公正価値で測定される金融資産    

051 償却後原価における金融資産 16,501,150  1,832,618

070 デリバティブ－ヘッジ会計、金利リスク    

080 その他の資産 909,780  101,040

085 負債に係る利息収益 2,445,810  271,632

090 （支払利息） 18,287,902  2,031,054

100 （売買目的で保有される金融負債） 212,615  23,613

110
（損益計算書を通じて公正価値で測定されるものとして

指定した金融負債）
   

120 （償却後原価で測定される金融負債） 11,892,224  1,320,750

130 （デリバティブ－ヘッジ会計、金利リスク）    

140 （その他の負債） 0  0

145 （資産に係る支払利息） 6,183,063  686,691

150 （要求払株式資本に係る費用）    

160 受取配当 92  10

170 売買目的で保有される金融資産    

175
強制的に損益計算書を通じて公正価値で測定される

売買目的保有以外の金融資産
   

191 その他の包括利益を通じて公正価値で測定される金融資産 92  10

192
持分法を用いて計上されるもの以外の子会社、合弁会社および
関連会社への投資

   

200 受取手数料 56,423,901  6,266,438

210 （支払手数料） 28,467,551  3,161,606

220
損益計算書を通じて公正価値で測定されない金融資産および
負債の認識除外に係る利益または（－）損失、純額

0  0

231 その他の包括利益を通じて公正価値で測定される金融資産    

241 償却後原価における金融資産    

260 償却後原価で測定される金融負債    

270 その他    

280
売買目的で保有される金融資産および負債に係る利益または
（－）損失、純額

2,440,541  271,046

287
強制的に損益計算書を通じて公正価値で測定される
売買目的保有以外の金融資産に係る利益または（－）損失、純額

   

290
損益計算書を通じて公正価値で測定されるものとして指定した
金融資産および負債に係る利益または（－）損失、純額

   

300 ヘッジ会計からの利益または（－）損失、純額    

310 為替差額〔利益または（－）損失〕、純額    

330 非金融資産の認識除外に係る利益または（－）損失、純額    

340 その他の事業収益 1,491,772  165,676

350 （その他の事業費用） 1,399,998  155,484

355 事業収益合計、純額 50,571,740  5,616,497
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  米ドル  千円

     

360 （管理費用） 25,508,536  2,832,978

370 （従業員費用） 10,251,013  1,138,478

380 （その他の管理費用） 15,257,523  1,694,501

390 （減価償却） 904,300  100,432

400 （有形固定資産） 148,413  16,483

410 （投資不動産）    

420 （その他の無形資産） 755,888  83,949

425 修正利益または（－）損失、純額 0  0

426 その他の包括利益を通じて公正価値で測定される金融資産    

427 償却後原価における金融資産    

430 （引当金または（－）引当金の戻入） 0  0

440 （コミットメントおよび保証）    

450 （その他の引当金）    

460
（損益計算書を通じて公正価値で測定されない金融資産に係る

減損または（－）減損の戻入）
411,503  45,702

481
（その他の包括利益を通じて公正価値で測定される

金融資産）
   

491 （償却後原価における金融資産） 411,503  45,702

510
（子会社、合弁会社および関連会社への投資の減損または

（－）減損の戻入）
   

520 （非金融資産に係る減損または（－）減損の戻入） 0  0

530 （有形固定資産）    

540 （投資不動産）    

550 （営業権）    

560 （その他の無形資産）    

570 （その他）    

580 損益認識されるマイナスの営業権    

590
持分法を用いて計上される子会社、合弁会社および関連会社への

投資の利益または（－）損失の持分
   

600
非流動資産および非継続事業の条件を満たさない売却目的保有に

分類される除却グループからの利益または（－）損失
   

610 継続事業からの税引前利益または（－）損失 23,747,401  2,637,386

620 （継続事業からの損益に関する税金費用または（－）収入） 6,042,522  671,082

630 継続事業からの税引後利益または（－）損失 17,704,879  1,966,304

640 非継続事業からの税引後利益または（－）損失 0  0

650 非継続事業からの税引前利益または（－）損失 0  0

660 （非継続事業に関する税金費用または（－）収入） 0  0

670 当期利益または（－）損失 17,704,879  1,966,304

680 少数株主持分〔非支配持分〕に帰属する金額    

690 親会社株主に帰属する金額 17,704,879  1,966,304
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